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スタッフができる 
人材採用への働きかけ

　皆さんの歯科医院では人材の採用は
どのようにしていますか？ 

　求人広告や歯科スタッフ採用専用サ
イトに出す、自院のホームページに求
人のお知らせを出す、など様々な方法
をとっているかと思います。にもかか
わらずなかなか応募がない、やっと採
用しても職場に馴染めずすぐ辞めてし
まうなど、スタッフの採用に苦労して
いる医院が多いようです。 

　歯科医院に就職したいと考えている
方はまず求人広告や採用専門サイトを
見るでしょう。給与条件、教育体制、
福利厚生、通勤時間などを見て希望に
沿う医院を絞り込んでいくでしょう。
次の行動としてはそれぞれの歯科医院
のホームページを見てさらにその歯科
医院を知ろうとするでしょう。 

　皆さんは自分が勤める歯科医院の

ホームページを見たことがあるでしょ
うか？　多くの歯科医院のホームペー
ジを拝見すると、最初にその医院の理
念や治療に対する考え方、方針などが
書かれています。またドクターの経歴
や専門分野、治療実績が書かれていて
患者さんはそこに目が行くことが多い
と思います。 

　ではこれから歯科医院に就職したい
と考えている方はどのように見ている
でしょうか？ 

　以前、歯科スタッフ向けの研修で受
講者の方に「なぜ今の歯科医院を選ん
だのですか？」と聴いたことがありま
す。“家から近くて給料や勤務時間など
条件が良かった”“面接の際、院長やス
タッフが優しそうだった”“自身が以前
治療に通っていた歯科医院で、院長や
スタッフと面識があった”“ホームペー

ジにスタッフのブログ欄があり、勉強
会やイベント、取り組んでいることな
どを見て、楽しそうだと思った”など
の意見が出ました。 

　スタッフがこれから勤める職場を選
ぶときに重視するポイントはお給料や
勤務地、勤務時間、仕事内容などの条
件面でしょう。次に気になる点は、院
長の人柄、職場環境、自身が成長でき
る職場かどうか、ということではない
でしょうか。もしその医院を知ってい
る人がいれば聴くことができるでしょ
う。でも全く知らない場合は、ホーム
ページを見る、採用サイトを見る、見
学に行くなど、その医院を知ろうとす

るでしょう。 

　ホームページは患者さんにとってわ
かりやすいことは最も重要ですが、実
はスタッフの採用にとっても重要な役
割を果たすものなのです。ホームペー
ジの一般的な内容に加えて、ドクター
の治療に対する思い、医院内、受付の
雰囲気、スタッフが働いている様子、
さらにスタッフのブログ欄があるとよ
り職場のイメージがわきやすいのでは
ないでしょうか。 

　ある医院のホームページには院長の
ブログ欄があり、日常感じたことや出
来事などが書かれていて定期的に更新
されていました。ある時には患者さん
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から受けた質問に対して丁寧に答えて
いるなど文面から院長の仕事に対する
姿勢やお人柄がうかがえました。 

　別の医院のホームページにはスタッ
フのブログ欄があり、受付、歯科衛生
士、歯科助手の方が交代で月に3回ぐ
らいのペースで更新されています。ブ
ログですから女性ならではの言葉で書
かれていて親近感がわきます。勉強会
を受けてきたこと、例えば歯周病につ
いて、舌磨きの仕方、エアフローの効
果など、普段細かく患者さんにお伝え
できていないことを自分たちの言葉で
わかりやすく書いています。またある
時は受付に飾られている花についての
思いや医院全員で行ったバーベキュー
パーティーやサッカー観戦の様子など
も載せられていました。 

　これらを読んだだけでもスタッフが
治療や勉強会に前向きに取り組んでい
る様子や人柄、活気ある職場が想像で
きますね。就職活動している方にはと
ても知りたい情報でしょう。もちろん
患者さんが読んでも参考になる知識や
情報が盛り込まれていますので、どち
らにとっても魅力的な医院だと感じる
のではないでしょうか。 

　採用やホームページについては院長
や採用担当者が行っているとは思いま
すが、皆さんと一緒に働くスタッフと
してどんな方が入ってくるのかという
ことは皆さんにとっても重要なことで
すね。自分たちが直接採用に関われな
くとも、職場の雰囲気や皆さんの仕事
に対する姿勢を“自分たちの言葉で発
信できる場を設けてはどうか”という

ことを院長や採用担当者に提案するこ
とはできます。もちろんホームページ
にブログ欄を設けることは費用が掛か
ります。また毎回ブログを更新するの
は大変！と思うかもしれませんが、よ
り自分たちの職場を理解、共感しても
らうことは必要です。さらに自分たち
が勉強してきたことを人に伝えるため
には復習が必要ですので、自分たちの
知識の整理、定着にも効果がありま
す。一石二鳥です！ 

　「採用は私たちの関わることじゃな
い」と傍観するのではなく、自分たち
のできることを考え、提案してみては
いかがでしょうか。もちろんそのため
には実際に魅力的な職場環境であるか
どうかを見直してみることも大切です
ね。 
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